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AIのビジネス実装に求められる視点

国立研究開発法人産業技術総合研究所

人工知能研究センター首席研究員

人工知能技術コンソーシアム会長
東京工業大学特定教授

神戸大学客員教授

統計数理研究所客員教授

本村 陽一

Yoichi Motomura

9/6 第二回AIビジネス創出アイデアコンテスト キックオフセミナー
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自己紹介
1993 通産省（現経産省）工業技術院 電子技術総合研究所入所
1993〜2001 通産省 Real World Computing project(第５世代コン
ピューティングの次の大型プロジェクト) にてベイジアンネット研究開発

2001〜産総研情報処理研究部門 (ベイジアンネットの実用化研究)

2002    IPA 未踏ソフトウェアスーパークリエーター(ユーザーモデリング)

2003〜デジタルヒューマン研究センター(確率的人間行動モデル)

2008〜サービス工学研究センター大規模データモデリング研究チーム長

2011〜サービス工学研究センター副研究センター長

2015〜人工知能研究センター副研究センター長

2016〜首席研究員兼確率モデリング研究チーム長

東京工業大学特定教授, 神戸大学客員、統計数理研究所客員教授

人工知能学会理事、サービス学会理事、行動計量学会理事も歴任
通算 200件以上の企業、機関との共同研究, 連携研究室の推進

NEDOプロ「人と相互理解できる次世代人工知能技術の研究開発」,「イン
テグレート技術開発」、 PRISM 「スマートフードチェーン」, JST COI「感性イノベ
ーション拠点」他、国のAI研究プロジェクトなど複数推進
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社会のサイバーフィジカル化

情報システムと社会・人々が融合する時代
→実生活の中でビッグデータ観測・活用を行うことが可能に

リアルな実空間の活動が、デジタル化され、ネット空間と
融合する社会・生活の変革（イノベーション）
ビッグデータとAIが実社会現象を計算モデル化し、
Cyber空間に拡張→ Cyber=Physical 空間での産業変革

ITシステム
（計算空間）

エージェント

Cyber 空間

Physical空間

センサ・IoT・スマホ・etc….
生活者



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

１）既存業務・活動の効率化
（例）定型業務の自動化を通じた業務

時間の短縮など

２）サービスの付加価値向上
（例）ユーザーが求める商品を自動発

注するECなど

３）新規サービス・産業創造
（例）新しいユースケースと次世代AI応
用システム (新規シーズ・ニーズ)

既存ビジネス

新規ビジネス

事業変革、異業種連携、
産官連携共同体、
コンソーシアム、
オープン・イノベーション

構造変革性大

構造変革性小

AIを既存
ビジネスへ
導入

AIによる
新サービス

AIによる新た
な産業連携が
生まれる

フィジカル

サイバー

Connected Industries

サイバーフィジカル

人工知能技術による第四次産業構造変革
人工知能技術の社会実装＝新たなフレームの構築

Cyber=Physical Innovation
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Cyber=Physical時代の価値創出：
人工知能とビッグデータの成長スパイラル

価値の増大（ニーズに応える・
高ベネフィット・低リスク・低コスト）

データが大量に生成される

シーズ（機械学習）により
人工知能が高性能化

高度なサービス・アプリケーション

サービスとデータを駆動できる価値創出は何か？
→ 社会実験（＝実証事業）が必要

サービスとデータを駆動できる価値の創出・増大が、成長スパイラルのため必須

デジタル化

リアル化 Physical side

Cyber side
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製品
製造
プロセス

日常生活バックヤード フロントヤード
経験価値

購買行動

「製品（モノ）を伝える」から「経験価値（コト）を伝える」へ
供給側だけではなく利用者側の情報も積極的に扱う
ビッグデータによる循環型バリューチェーンの実現

データプラットフォーム／サービスプラットフォーム
ビッグデータをAI技術で幅広く活用するための共有基盤

製品利用

サービス
設計

サービス利用

視点
供給側
の視座 顧客から

の視座
視点視点

顧客接点

Point of Service

利用者（顧客）

サービス利用者のビッグデータを
サービス事業者が共有し連携

生活現場企画開発現場

ユーザモデルによる
フィードバック

提供側

サイバー

フィジカル
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サービス

社会実装研究開発（基礎から応用まで）

社会受容

法・制度

認証

学習対象：AIが学習する社会現象は現場に
AIに学習させるためには、初期の課題
解決をしながら社会実装と研究開発
を同時に推進する必要がある

結果として死の谷とダーウィン
の海を先に渡ってしまう

合わせて
同時に検討

フレーム

学習データの
収集と同時に、
社会実装、価値創出、社会変革
も同時に進めるイノベーション
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次世代AI技術の社会実装シナリオ：2023年を想定したビジョン
NEDO「人間と相互理解できる次世代人工知能の研究開発」の支援による

AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

https://youtu.be/qpXJ71dDWrw

2023年頃の次世代AIで広がる新たな暮らし

AI: Dynamic value creation

https://www.youtube.com/watch?v=ZSiu8az3eL4

外食と農家、製造業を題材にした新たな異業種連携

https://youtu.be/qpXJ71dDWrw
https://www.youtube.com/watch?v=ZSiu8az3eL4


A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

次世代AI技術の社会実装シナリオ：
AI for the future 2030年頃の新しい社会像
AIとビッグデータでサイバー化し、物理限界を越えて価値を創出

NEDO「人間と相互理解できる次世代人工知能の研究開発」の支援による
産総研公式Youtubeから公開:

「AI for the future」より

コンサルティングAIのシミュレータとビッグデータ可視化により、意思決定や議論
の場においてより良い気づきが得られ、人の共創力を増幅

将来のAI活用のシナリオ検討：「フレーム」の設定が重要
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Cyber=Physical時代のAIとフレーム問題

• Deep Learning (多段の階層型ニューラルネット)→画像系
• 自動運転（Probabilistic robotics：環境モデリング）→空間系
• 言語処理技術、対話Ｑ＆Ａシステム→テキスト系
• しかし、IoT, ウェアラブルデバイス, 行動履歴など今後は
センサ系データが増大し、実社会, 生活中での展開が想定される

• データそのものだけでは解釈が困難→「現象のモデル化」の必要
• 現象：生活現場やビジネス現場などにおける

「良し悪し（目的変数）」とその関係（説明変数）
• 現象のモデル化におけるフレーム問題：人とAI、AI間、人の間にも存在

• 広義フレーム問題：「背景」（前提知識、公理、背景）に気づけない問題

• AIだけでなく、ビッグデータ解析を行う人にとっても問題になる。
• → AIが広く社会実装された後におこる「フレーム問題」をどう扱うか？

自己完結
型データ

非自己完結型データ
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AIも人もフレーム問題が鍵
フレームの例

C  T 

T  E

前提とするフレームがあるとその中で適切な認識・判断が行われる

この文字列は
英語であり、
単語であり、
意味があるはず、
というフレーム

そのため、上の例
はCとTの間の文字
は ‘ A ‘ であり、

下の例はTとHの間
の文字は ‘ H ‘だと
推定される
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フレームの例

フレームがないとあらゆる可能性が生じて、適切な決定ができない

→ 人もディープラーニングも、この文字だけでは正しい推定はできない
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フレームの積極的なマネジメント(リフレーム)

 フレームを適切に設定するには、ステークホルダーの視座
(価値観、生活環境、歴史)に立った共感が重要

 フレームは認識の他、行動、評価のためにも使われ、同じ視
座でも異なるフレームとなることもある(例：消費者AIDMA)

 評価時のフレームは関心（便益、コスト、リスク）により異なる

 こうした動的に変わり得る適切なフレームを積極的に意識し
て、Cyber=Physical系データからの現象モデリングに活用

13
ユースケース（利用方法）、ユーザー、価値・評価基準を具体的に設定
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フレームを扱う方法の例：二つの相補的AI

 データ＋フレーム（事前知識、事前分布）融合(本村2008)

14
ディープラーニングとベイジアンネット統合モデルによるCAT, THEの認識

1.ベイジアンネット（事前分布）

2.ディープラーニング（尤度）

事後分布

英語辞書から文字間の関係を
学習して、フレームを切り替える

1.と2.の結果を統合
しベイズ推定を行う
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人のフレームを理解する人工知能技術に向けて
人の認知・評価構造の計算モデル化

定量
データ

ラダリング
（定性調査）

ベイジアンネット

認知・評価構造モデル

統計的学習（頻度データ）

初期構造（潜在変数）

統計的言語処理

欠損（未回答）データの場合
→EMアルゴリズム

”Y.Motomura, T.Kanade :Probabilistic Human Modeling based on 

Personal Construct Theory”, J.Robot&Mechatronics, 17/6, (2005).

データ

人の暗黙知



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

運転中の走行シーンの認知・評価フレーム

どちらが危険と判断するか？
より危険と認識するのは何が原因か(コンストラクト)?

それはなぜか(理由・原因)？
もしそうであれば、どんなことが起こるか（因果的結果）？
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相手の動き
が不明

ぶつかる

先が
見えない

次の場面が
予測できない

やるべき
動作が多い

スピードが
出ていそう

障害物が
ある

危険

対処
できない

カーブ

初心者ドライバー（3年）：

ベテランドライバー（15年）：
運転は週５回くらい

・運転者の初心者／熟練者の識別
・熟練者：危険 初心者：安全 となるシーンについて初心者に
危険であることを伝える支援システムへ

走行
シーン

初心者である
ことを運転操
作から識別し、

ベテランと異な
る状況判断に
ついて支援・教
育を可能に

走行シーンの認知・評価の因果的階層構造には下図のような
個人差がある。

危険性の評価・認知フレームの違い
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好き・嫌い

楽しい

怖い・危険

快適・安心

控える

欲しい・
買いたい

動きが
～だから

場所が
～だから

状況が
～だから

モノが
～だから

センサ統合

データー統合

日常の
大量データ

再利用可能な確率モデル

認識モデル

生成モデル

サービス適用

説明変数
を類型化

意識・行動変容

確率分布を出力

人間の認知評価構造・
生活行動モデル

生活支援サービス

アンケート
・インタビュー

行動

生活行動
フレーム
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分散データ
統合システム

(MCDataBinder)

ユースケース

確率モデル
確率推論 アクティブ

ビッグデータ収集

コントロール・マネジメント支援先進中核モジュール開発
（PLASMA: PLSA+BN）NEDO次世代人工知能の研究開発の成果

AIクラウドやネットワーク
を通じて提供

AI応用システム
サービス支援技術

人がAI(計算過程)

を理解

まず、使い始める(AI1.0)

フィジカルへのAI実装

価値
循環

実証フィールド・実証事業

人と相互理解できる次世代人工知能
[社会実装と価値循環]

よりよいアクション

現象が計算モデル化される
サイバー化が進む(AI2.0)

人が現象を理解できる
気づきが増える

データが集まる
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AI活用サービス適用領域の拡大

赤ん坊
５歳

１０歳

２０歳

３０歳

４０歳

５０歳

６０歳

７０歳

８０歳

情報提供

ドライブ
（移動
余暇
くつろぎ
探索
観光
団欒）

危険予知

家族（家・暮らし・人生）

行動の種類

移動・探索
追従行動

危険予知

移動・探索
徘徊行動

購買行動
（味覚、食料品
嗜好品、金融
ライフスタイル）

自己実現

趣味
ライフワーク

医療・健康
医薬品
健康食品

親

子供

コミュニ
ケーション

日常
生活
在宅
看護
介護
教育
育児

ライフスタイル・価値観
生活習慣

成長
時間変化

金融サービス
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AIの社会実装、AI活用サービス開発のために：
デザインシンキング＋システムシンキングの活用

 デザインシンキング（価値創出、発散的）
– ユーザーへの共感

• 枠から出て、未来志向で、5W1Hを考える

– 課題発掘の方法
• 対話、発想支援、類型化、ラダリング

 デザイン思考後半（アクションプラン、収束的）
– 創出した価値、課題を構造化する（本来の目的・手段抽出）

– シナリオ・プランニング

 さらにAI化：システムシンキング、ビジネスモデル化
– アクションプランをデータ・価値フロー図に具体化、

– AI活用ビジネスモデルキャンパスでビジネス化
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製造分野でのサイバーフィジカル化事例
 従来

 AI・ビッグデータ活用

プレス 溶接 塗装 組立 検査 出荷

工程管理
品質管理
（独立）

工程管理
品質管理
（独立）

工程管理
品質管理
（独立）

工程管理
品質管理
（独立）

工程管理
品質管理
（独立）

生産 販売 サービス
研究
開発

従来：データや作業は各工程内で独立、完結し、閉じている

生産工程内だけでなく、企画・販売・サービスも連携した循環型バリューチェーン実現

これまでの物理限界を越えた連携、データ・知識循環と全体の最適化へ

企画

ビッグデータによる
フィードバック
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サービス分野でのサイバーフィジカル化事例

生活場面
ショッピング 旅行

時間の
過ごし方
など

行動の
時間変化

嗜好性

旅行時の
行動傾向

食生活への
ニーズ

生活者の深層ニーズを
予測し、家族旅行を提案

チラシで訴求

家族のステージに
あった店舗情報

プロフィール

購買履歴

購買履歴

行動データ
・アンケート

旅行に満足
次のサービスへ継続

〈ポイント〉
データ共有による新しい価値創造

従来のサービスの
範囲、物理限界を
越えて、価値を増大
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AI技術導入における不都合な真実(リアル化の課題)

投入リソース

KGI
(Key Goal 
Indicator)

現状：投入リソースと
KGIが相関しない

阻害要因 解決策

AI 人材不足
AI技術・アノテーション技術の適用に
よる更なる自動化の推進

不確実性
既存・新規データへの確率モデリング
技術の適用による予測精度・適時性
の向上

KGIとKPI
の不一致

本来の目的KGIの向上を目指したメ
タレベル(俯瞰的)リフレーム

理想：投入リソースに
見合ったKGIの持続
的向上

AI技術を従来の業務に初期導入しただけでは効果が
限定的で、とりあえずのPoC(概念実証)の後が続かない

AI技術を導入した後にあらためて現状を俯瞰し、本来の目的達成のための
リフレーム(取り組む対象,KPIの再検討)を継続、振り返りと学習・進化が必要
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デザインシンキングの仕組み化（メタレベルAI）

現場レベルでの実証(PoC)のみでは効果と適用範囲に限界がある。
→ メタレベルでの課題解決と発展のためAI技術のスパイラルアップを考える

デザインシンキングのアルゴリズム化を行い、社会実装された初期のAIをさらに
より良いものにスパイラルアップして、適用領域を拡大するメタレベルのAI
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デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

M
D

（
商
品
計
画
）

バイイ
ング

商
品
企
画

生
産

物
流

宣
伝

店
作
り

店
舗
運
営

販
売

サ
ー
ビ
ス

フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド

リアル店舗

EC（バーチャル店舗）

バ
ッ
ク
エ
ン
ド

経営企画・経営管理

マーケティング・広報

情報共有・コミュニケーション

財務・会計

人事・給与

マネジメント支援基盤技術（MST）による経営支援

サイバーフィジカルバリューチェーン
（CPVC）構築による現場支援

評価構造モデリングに
よるKGI・KPIの最適
化計算

AI導入加速化技術（OSS）

外部・内部データ

現場支援
アプリ

Field-side Data 

Management PlatformKGI到達に最
適化された経営
方針・施策

KPI-5

KGI
事業価値→顧客価値→
共有価値→社会価値

KPI-4KPI-1 KPI-2

新センサー・データ
による新KPI

新センサー・データ
による新KPI

KPI-3

本来のKGI
各研究課題間の関係

既存のKPI

既存KPIの向上

新たな価値創造
スパイラルアップ

KGI

KGI

KGI

KGI・KPIの最適化

意思決定スピード
・精度の向上

高度コンサル技術の民主化高度コンサル技術の民主化



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

実証プロジェクトA

実証プロジェクトZ

:
:

人工知能研究センター
人工知能技術コンソ

成功事例を
フィードバック
標準問題化

シーズ
応用

共有基盤

ニーズ

評価

事例

水平 展開

データ

産総研他ユニット, 大学
異業種からも適宜参加

プロジェクト
スタート

外部
リソース

産総研人工知能技術コンソーシアム
シーズ/データ/ニーズをマッチングして
ビッグデータの成長スパイラルを回す
人工知能技術の社会実装の場

研究チーム, 客員研究員,
連携企業・大学(兼業), 
病院, 施設, 自治体, etc.

2018年度：幅広い業種から170社以上が参加、地方支部(関西・九州・東海)も

AI社会実装のためのコミュニティ
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地域展開

↑
アプリケーション
(フィールド実証など)

↑

共通基盤技術
(データ共有・標準化
プラットフォーム化)

↑
シーズ技術
活用ノウハウ化

↑
産総研
AIRC

28

データ・知識
融合WG

データプラット
フォームWG

AIリビングラボWG

Human Life
WG

ものづくりWG

ユースケースWG

AIツールWGデータマイニングWG

ツーリズム WG

深層学習WG

社会課題解決WG

医用画像WG

人工知能技術コンソーシアム

関西支部WG 九州支部WG 東海支部WG

2015年5月（10数社)〜2018年5月（ 170社超）
各WG内では複数のプロジェクトを同時に推進
協業支援、ベンチャー支援コンテストなども実施
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今後の課題：社会における価値創出に向けて

 AI技術の社会実装を通じて、健在化してきた課題

三次ブームにおけるフレーム問題
→ ビジネス応用における実フィールド, 現場のフレーム

をAIが理解できるようにデータ化、知識構造化する

 AI技術導入プロセスにおける課題
– 評価指標（価値）の持続的探索 → メタレベルAI

サイバーフィジカル社会の発展のための社会課
題解決のための計画とメンバ集め、体制づくり
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実証事業の中でビッグデータ、AIツールと典型的なユースケースを
提供し、社会をよりよく（デザイン）する仕組みとして試行、実現

その活動自体もまた、地域支部を通じ社会に定着する活動へ発展

→ 企業や自治体、経済団体など多機関とも連携し、
実社会の問題解決を通じて事例と方法論の集積へ

サービス適用
（AI支援サービスデザイン）

現場観測と対話
（対話的AI技術活用）

現象のモデル化
（AI技術活用方法
によるデータ収集）

潜在的構造・ダイナミクス・
深い知識の計算モデル化

評価・検討(人間・AI協調プランニング)

事例

事例を生成
する方法論

実社会の中でのサイバーフィジカルイノベーション

AI for Society5.0

個々の生活の品質(QoL)、産業の価値創出・生産性を向上し、AI技術の活用を
広げる仕組みの構築 → 人材育成と仕組み自体も広く波及していくことを目指す
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31



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

時

主

客

場 動

ID-POS

テキスト

センサ

Q&A

IoT
潜在クラス・状態・特徴

Latent class, state, feature

アプリ・サービス

Applications, Services確率的潜在構造モデル

Probabilistic Latent
Structure Models

スマホ・タブレットなど

Smart-phones, Tablets, etc.
InfoMax デジタル化
Probabilistic Latent
Semantic Analysis

ベイジアンネットモデル化

実世界データ

Physical data 
計算空間

Cyber space

計算モデル
Computational 

models
＋制御変数

AI応用
システム

AI systems
＋価値

データ
＋知識

ユースケース

現象モデル
Phenomenon 

models
目的・説明変数

未来の
現象生成
・制御へ

実社会現象

Social action

実データからのデジタル化、モデル化と実社会現象制御
（背景、状況、その変化＝「コト」の確率推論を可能に）

社会実装：製造現場・生活現場データと知識の融合、水平統合プラットフォーム構築

Cyber=Physical モデリング

Cyber=Physical modeling
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PLASMA: Probabilistic Latent Semantic Structure Modeling API

「確率的潜在意味構造モデリング」のための Java 言語による API セット

Java API:

PLSA 及びベイジアンネットワーク
用クラスライブラリ

Scala API:

API を Scala から呼び出し実行

アプリケーション構築用ライブラリ

プロセス管理、プロジェクト管理機
能を Java API 及び Web API と
して提供。

Java API:

PLSA・ベイジアンネット

アプリケーション用ライブラリ
Java / Web API

プロセス・プロジェクト管理

簡易
GUI

個別
アプリ
GUI

Scala 

API

…
P

O
S

E
ID

O
N

P
L

A
S

M
A

外部ラ
イブラリ

研究者 ソフトウェア
開発者

データサイエンティスト

可視化・データ
収集

サイバーフィジカルモデリングのためのソフトウェア

不確実性を積極的にモデル化、予測・制御するシステム開発環境

エンドユーザー
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SONY Xperia Touch や デジタルサイネージによるデモ
CEATEC(幕張メッセ), ITproExpo（ビッグサイト）など出展
千葉市美浜区の団地における地域健康見守り活動でも活用

AI for Human life and Service

AI研究センターの活動例：AI技術モジュールの社会実装と実証
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(売り場やイベント空間での行動データ観測・分析・推論・推薦)

AI応用システムの例（現場でのビッグデータ活用）

実フィールドの環境デザイン、リサーチデザイン、ユースケースデザイン

科学未来館でのイベント支援健康イベント支援

未来型
店舗内
買い物
行動
分析

次世代自動販売機

Xperia touch
ビール記念館での実証実験
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人と理解できる人工知能技術の例：
感性をはかるユーザーモデル（JST COIプロジェクト）

利用者の計算モデル化と
生活価値・満足度向上

大規模データ
モデル化

As is

To be

店舗・施策・
サービス最適化

行動観測・
アンケート
（知識）

持続的データ観測

イベント・顧客接点活用

支援技術

イベント・顧客接点

IoTによる
行動系

ビッグデータ
例：ディーラや
ショッピング
モールなどの
顧客接点



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

自動車に関するワクワク感の構造分析

結果的に9つのわくわく感を抽出

燃費競争
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インターネット調査からのユーザモデル構築

 行動と心理のQ&A

 得られたデータから
からモデルを構築

 結果から、内装・外装
の重視ポイントに注目

性格

ライフステージ

利用状況

車の機能

車へのイメージ

乗車時わくわく感

わくわく感を感じる/た
瞬間/場面

内装・外装のこだわり
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生活者の行動を予測・制御する確率モデリング

日常生活 メルマガ受信 来店
入店・閲覧

購買

興味ドライバー 来店ドライバー 購買ドライバー入店ドライバー

商品情報
イベント
話題
季節感
：

実物を見たい
買い物の日
イベント
同行者として
なんとなく
：

経験価値・生活満足度向上

外出支援気づき支援 意思決定支援 購買支援

実物を見たい
フィッティング
素材感
時間がある
ディスプレイに
惹かれて
：

実感（似合う、機能）
揃える（色・デザイン）
安心（保有・確保）
接客に惹かれて
：

リピート

生活者行動を(条件付)確率モデル化する課題を通じ、社会実装と
アクションリサーチを推進：30社を越える技術移転+共同研究
(15万人ID-POS, 5000万人共通ポイント, 14万人高齢者データなど)
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Cyber=Physical 行動シミュレーション：
ビッグデータからの確率的行動モデリングの例

• 利用者（顧客、生活者、ユーザ）の行動履歴とその人
の属性、状況を網羅的にデータ化

• データから、条件付確率P(行動| 条件)という行動モデ
ルを構築し、もっとも良く行動を説明できる「条件」を探
索する。

• 条件：「ある人がある状況にある（と行動する）」

• 例：「潜在ニーズを持った人が何かを見た時」など。潜
在ニーズはライフスタイルなどに関係する

• 発展：行動変化が起こりやすい「何か」を発見し、提供
するコンテンツのデザインに活用する
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AI for Services:
顧客行動のモデル化：確率的潜在意味解析(PLSA)

ID-POSデータに基づく購買履歴から顧客と商品群を自動で同時に分類

顧客１
カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

顧客２

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

顧客３

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

顧客４

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

・・・

商品１

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

商品２

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

商品３

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率

商品４

カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
確
率・・・

カテゴリ１

カテゴリ２０

・・・

顧客と商品を
各カテゴリへ分類

推定結果：顧客がある意味カテゴリに属する確率 推定結果：商品がある意味カテゴリに属する確率

潜在クラス：情報量規準により
最適なカテゴリ数を決定

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

カ
テ
ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
３
２

計算結果計算結果

・産総研からソフトウェアAPOSTOOLとして提供。ベイジアンネットと連携し、ビッグデー
タ対応を可能にする
・Python, JAVAプログラムとしてWindowsやLinux, Macなどで動作．商用利用も開始

・・・

・・・

・・・

・・・ ・・・

・・・

・・・

・・・

推定されたカテゴリ所属確率が最大となったカテゴリへ分類
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顧客パーソナリティ因子と商品群の関係をPOSデータからベイジアンネット化
（青い線：各ライフスタイルカテゴリーに対して全商品カテゴリーで得点が高い３商品カテゴリー）
（赤い線：各商品カテゴリー内で1番得点が高いライフスタイルカテゴリー）

購買ビッグデータを通じた消費者心理・ライフスタイルの理解

ライフスタイルカテゴリー
（アンケートから抽出）

新しい商品カテゴリー
（ID-POSから抽出）

堅実生活派

節約消費派

こだわり消費派

家庭生活充実派

アクティブ派

パパっと消費派

野菜

既存の
商品分類

肉・
魚・卵

冷凍・
レトル
ト
総菜

飲料
水・酒
類

日用
雑貨

デモグラ

日常行
動・生活
時間

食に対
する意
識

健康意
識

消費傾
向

パーソナ
リティ

アンケート
項目 果物自炊的

お手軽夕食的

酒飲み健康的

パン食的

野菜自炊的

おやつ的

洋風朝食的

牛乳・清涼飲料的

しっかり自炊的

PB的

健康飲料的

菓子のお伴的

お手軽栄養的

肉不使用自炊的

しっかり野菜的

和風朝食的

おかずもう一品的

見切り品的

日用品的

肉自炊的
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Class06 おやつ的

Class07 洋風朝食的

ベイジアンネットの一部を取り出して拡大
各商品カテゴリを購入している利用者の解釈 （アンケート回答との関係性）

「おやつ的」商品支持顧客は
・家族や友人とよく買い物に行き
・新しいモノが好き、という傾向

「洋風朝食」商品支持顧客は
・無駄使いが多い、という傾向
・「和風朝食」商品支持顧客は
その逆
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買い物難民クラスターの発見

作成したモデルを用いて状況依存性についての確率推論を実行

Ｐ（回答”家庭生活充実してない”| お手軽夕食商品, 夕方に購入） → 高い確率

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

家庭生活充実していない それ以外

夕方 0 0 1 1

夏 0 1 0 1

「揚げ物などの加工食品＝お手軽夕食的クラスタ商品を夕方購入」

→ 生活支援を必要としている客層を、日常の購買履歴から推定可能
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CPVC構築技術：店舗内の種々のセンサー（カメラ、ID-POS等）及び外部／内部デー
タの分析によりKGI（買上率やロイヤリティなど）の最適化を可能に。

CPVC（店舗）

動線分析

来店者分析

ソース 取得データ

外部
Data

地域イベント情報 (開催日、イベント規模、イベント内容)

商圏データ (居住者数、居住者属性)

気象データ(予報・実績)
(気温、湿度、体感温度、降雨量)

その他

内部
Data

商品・顧客管理データ (商品・顧客情報)

受発注データ／EC関連データ

業務管理データ (従業員ID、従業員属性、シフト)

従業員データ (ウェアラブルセンサー・タブレット・スマホによる従
業員による気づきの計測・指標化)

ソース 取得データ

出入り口カメラ
(BrickStream)

店舗前の通行量、来店客数

カードリーダ・タブレット
(バーコード、NFC)

購買者属性、Q&A、検索履歴

店舗内カメラ
(AXIS-M1124)
(日立LG)

来店客属性（画像）、動線

棚前カメラ
(日立LG)

棚の立ち寄り人数、棚の滞在時間

Field-side
Data Management

Platform

セグメント別
トレンド予測

需要予測

研究開発項目②と
連携（経営支援）

ECサイト

O2O施策

KGIの計測→現場
アクションにつなげ
る店長支援アプリ

複数の実店舗



A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

c
e
 R

e
s

e
a
rc

h
 C

e
n

te
r

46

【施策ナレッジシェアツール】
日常業務レベルにおける効率化（KPI向上）の先
進事例（個別事例）をデータベース化。

出処） 野村総合研究所のナレッジマネジメントソリューションTRAINA

「人間」主体の意思決定が中心となる戦略構築レベルの支援

出処） 野村総合研究所のデザイン思考ワークショップ拠点
「未来ガレージ」でのアイデア創出風景

現状では、十分なデータが取得できない、ま
た、個別KPIの分析（analysis）データ単
体ではなく、それらのKPIの複雑な関係を統
合（synthesis）して考慮することはAIで
は不可能。

⇒評価構造モデリングによりKGIのスパイラルアップ

実フィールドで得られるデータを蓄積し、既存KPIでは不十分だった経営課題の解決を目
指す。

【仮説生成支援のために提示される情報例】
 KPI等データのビジュアル化・シミュレーションの最適

化
 KPIでは把握しきれない定性的な情報の提示

（他業種の類似事例、各ステークホルダーから集約し
た定性意見、提示データに対する関係者のコメント
等）

 ディスカッションプラットフォームでのファシリテーションと
その構造記録

Visualization、仮説発想支援ツールにより、フ
レーム生成、評価構造のモデル化、 シミュレーショ
ン、実行支援を行う。

経営シミュレーションへの応用
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人工知能技術の
適用領域を広げ
る研究開発

メタレベル、KGI

スパイラルアップ

イテレーション２ （CPVC ver.2）

フィード
バック

・・

イテレーション１（CPVC ver.1）

※DVF：データバリューフロー図

DVF
導出された
課題リスト

フレーム
の提供

DVF
導出された
課題リスト

人工知能技術の
社会実装に向け
た研究開発・実証

実フィールド、
CPVC構築技術

(1)業務分析・
データ収集

(2)AIモジュール
開発・適用

(3)フィールド
実証

(4)評価系確立
フィードバック

(1)業務分析・
データ収集

(2)AIモジュール
開発・適用

(3)フィールド
実証

(4)評価系確立
フィードバック

メタレベルでの
改善フィードバック

実証的な現場改善

現場情報＝フレーム（データバリューフロー図と現場で導出された課題を一組にしたもの）を実フィー
ルドAIが獲得し、メタレベルAIが改善フィードバックを実行。

実フィールドAIとメタレベルAI
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ラベル空間

人の行動のモデル化における事前分布(Frame)の統合
状況に依存して起こる行動予測のためのベイズ推定
（本村・西田：情報処理学会CVIM誌, 2007 他）

     SCPCxPSxCP iii ,

超音波センサ,動画像

学習・判別

ベイジアンネットワーク
（確率的因果構造の導入）

高次自己相関特徴・ナイーブベイズ識別器
（尤度の計算）

データ・尤度
(データから学習)

事前知識＝条件付き事前分布
(フレーム or メタデータ, 上位のデータから学習)
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事前分布, フレームの確率モデル

• 条件付事前分布の説明変数
• 方向の速度：

• 子供の高さ：

• １秒前の行動：

• 子供の位置情報

• 子供の位置情報

室内の絶対座標系で
の表現モデル

クッション

テーブル

壁

壁

クッション
クッション

モノとの相対距離で
表したモデル

)(Z t

yx, )(V yx, t

)1(C t

センサデータと
フレーム（事前分布）
を統合することで、
制御モデル化、
行動変容による
最適制御へ
（Demand

Response など）


